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（百万円未満切捨て）

（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 2,502 △12.6 2,497 △12.3 127 △68.4 129 △71.4 62 △78.3

2022年３月期 2,864 △5.8 2,847 △6.1 402 △29.6 452 △25.5 288 △30.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

営業収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 15.68 － 0.8 1.4 5.1

2022年３月期 72.37 － 3.9 4.6 14.1

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 －百万円 2022年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 自己資本規制比率

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

2023年３月期 9,288 7,354 79.2 1,842.73 694.2

2022年３月期 9,700 7,449 76.8 1,866.51 832.7

（参考）自己資本 2023年３月期 7,354百万円 2022年３月期 7,449百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 69 △1,023 △159 2,743

2022年３月期 △234 304 △199 3,856

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － － － 40.00 40.00 159 55.3 2.2

2023年３月期 － － － 30.00 30.00 119 191.3 1.6

2024年３月期（予想） － － － － － －

１．2023年３月期の業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）１.2023年３月期期末配当につきましては、2023年５月25日に開催する取締役会において決議を予定しておりま

す。

２.金融商品取引業は、業績を適正に予想することが困難なため、配当予想額は未定としております。



① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

② ①以外の会計方針の変更              ： 無

③ 会計上の見積りの変更                ： 無

④ 修正再表示                          ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 4,042,970株 2022年３月期 4,042,970株

② 期末自己株式数 2023年３月期 51,869株 2022年３月期 51,869株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 3,991,101株 2022年３月期 3,991,136株

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

　金融商品取引業は、経済情勢や市場環境の変動による影響を大きく受ける状況にあり、業績を適正に予想し、開示

することは極めて困難であります。そのような状況において業績予想を開示することは投資家等に誤認を与えるおそ

れがあるため、当社は業績予想を開示しておりません。それに代えて、四半期および通期の業績速報値を決算数値が

確定したと考えられる時点で速やかに開示しております。

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ12「５．財務諸表及び主な注記　（５）財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」

をご覧ください。

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　当社は、前記「３．2024年３月期の業績予想」に記載のとおり、業績予想の開示を行っておらず、配当予想につき

ましても開示を行っておりません。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当事業年度(2022年４月１日から2023年３月31日まで)のわが国経済は、内需主導での緩やかな拡大基調を維持しまし

た。海外経済の減速や物価高による家計の購買力低下等が逆風となりましたが、中国のゼロコロナ政策解除や水際対策

の緩和による訪日外国人の増加などが下支え要因となりました。

海外経済については、欧米を中心に物価抑制のための金融引き締めが継続、景気減速が続きました。そうした中、イ

ンフレが限定的だったアジアでは、利上げ幅が小幅に留まった結果、高めの経済成長が維持されています。

国内株式市場では、４月に27,600円台で始まった日経平均が、１年を通して概ね26,000円から29,000円のレンジで推

移しました。世界的な利上げや景気後退懸念、年末の日銀による金融緩和策修正等が嫌気された一方、経済正常化や低

金利環境の継続等が下支えとなりました。期末の３月にはレンジ上限に迫ったものの、欧米での金融不安を受け反落、

日経平均は28,000円台で３月の取引を終えました。

米国株式市場では、４月に34,700ドル台で始まったダウ平均が、利上げを背景に６月には30,000ドルを割り込みまし

た。８月には一時34,000ドル台を回復しましたが、利上げへの懸念が台頭し株価は下落、９月末には29,000ドルを下回

りました。その後はＦＲＢの利上げ幅縮小期待などから上昇に転じた株価は、年明け後も底堅く推移しました。３月に

は米銀破綻を受けたものの、政策当局の迅速な対応を受け反発、ダウ平均は33,200ドル台で３月の取引を終えました。

このような状況のもと、当社では地域に密着した対面による営業をビジネスの柱とし、お客様のニーズに合わせた提

案営業を推進するため、国内株式、米国株式、投資信託および外債など、商品ラインナップの拡充を図っております。

また、お客様の堅実な資産形成を実現していただくため、投資信託の積立てキャンペーンを行うなど、お客様本位の業

務運営を行っております。

以上の結果、当事業年度の業績は、営業収益25億２百万円（前期比12.6％減）、純営業収益24億97百万円（同12.3％

減）、営業利益１億27百万円（同68.4％減）、経常利益１億29百万円（同71.4％減）、当期純利益62百万円（同78.3％

減）となりました。

また、業績の概要は以下のとおりであります。

①受入手数料

当事業年度の受入手数料は、16億64百万円（前期比13.5％減）となりました。その内訳は以下のとおりでありま

す。

（委託手数料）

「委託手数料」は、13億17百万円（同2.6％減）となりました。これは主に、株式の委託手数料が12億30百万

円（同2.2％減）になったことによるものです。

（募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料）

「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料」は、２億22百万円（同45.0％減）となりまし

た。これは主に、投資信託の販売手数料の減少によるものです。

（その他の受入手数料）

「その他の受入手数料」は、１億24百万円（同24.2％減）となりました。これは主に、投資信託の信託報酬の

減少によるものです。

②トレーディング損益

「トレーディング損益」は、７億65百万円（同12.2％減）となりました。その内訳は以下のとおりであります。

（株券等トレーディング損益）

「株券等トレーディング損益」は、３億93百万円（同22.3％減）となりました。これは主に、外国株式の売買

高が減少したことによるものです。

（債券等トレーディング損益）

「債券等トレーディング損益」は、３億72百万円（同1.8％増）となりました。これは主に、仕組債の売買高

が増加したことによるものです。

③金融収支

金融収支は、67百万円の利益（同30.8％増）となりました。これは、「金融収益」が72百万円（同6.2％増）、

「金融費用」が５百万円（同68.3％減）となったことによるものです。
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④販売費・一般管理費

販売費・一般管理費は、23億69百万円（同3.1％減）となりました。これは主に、「人件費」が１億65百万円減

少し13億円（同11.3％減）、「事務費」が38百万円増加し４億72百万円（同9.0％増）、「不動産関係費」が37百

万円増加し２億１百万円（同22.7％増）、「減価償却費」が17百万円増加し51百万円（同51.4％増）となったこと

によるものです。

⑤営業外損益

営業外収益は、22百万円となりました。これは主に、「受取配当金」によるものです。営業外費用は、20百万円

となりました。これは主に、「投資有価証券売却損」および「投資顧問料」によるものです。

⑥特別損益

特別損益は、12百万円の損失となりました。これは主に、「投資有価証券評価損」によるものです。

(2）当期の財政状態の概況

①資産

当事業年度末の総資産は、2022年３月末（以下、前事業年度末）に比べ４億12百万円減少し92億88百万円となり

ました。主に変動した項目としては、「現金・預金」の12億44百万円減少、「信用取引資産」の３億１百万円減

少、「投資有価証券」の８億54百万円増加、「預け金」の１億30百万円増加であります。

②負債

負債は、前事業年度末に比べ３億17百万円減少し19億33百万円となりました。これは主に、「信用取引負債」が

１億46百万円減少、「受入保証金」が77百万円減少したことによるものです。

③純資産

純資産は、前事業年度末に比べ94百万円減少し73億54百万円となりました。これは主に、「当期純利益」により

62百万円増加、「剰余金の配当」により１億59百万円減少したことによるものです。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

現金及び現金同等物の当事業年度末の残高は、前事業年度末に比べ11億13百万円減少し27億43百万円となりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、69百万円の収入（前期は２億34百万円の支出）となりまし

た。これは主に、「信用取引資産及び信用取引負債の増減額」が１億55百万円、「税引前当期純利益」が１億17百

万円、「法人税等の支払額又は還付額」が△１億28百万円、「預り金及び受入保証金の増減額」が△61百万円、

「約定見返勘定の増減額」が△60百万円であったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、10億23百万円の支出（前期は３億４百万円の収入）となりました。これ

は主に、「投資有価証券の取得による支出」が11億29百万円、「有形固定資産の取得による支出」が１億28百万

円、「投資有価証券の売却による収入」が２億56百万円であったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億59百万円の支出（前期は１億99百万円の支出）となりました。これ

は、「配当金の支払額」が１億59百万円であったことによるものです。

(4）今後の見通し

金融商品取引業は、経済情勢や市場環境の変動による影響を大きく受ける状況にあり、業績を適正に予想し、開示

することは極めて困難であります。そのような状況において業績予想を開示することは投資家等に誤認を与えるおそ

れがあるため、当社は業績予想を開示しておりません。それに代えて、四半期および通期の業績速報値を決算数値が

確定したと考えられる時点で速やかに開示しております。
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(5）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題と位置付けており、企業価値の向上を踏まえた内部留保に

配慮しつつ、安定的かつ継続的に配当性向30％を目指すことを基本方針としております。

当事業年度の期末配当金につきましては、上記方針に基づき、財務状況等を総合的に勘案し、１株当たり30円を予

定しております。また、次期配当につきましては、現時点では未定であります。
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２．企業集団の状況

当社は、金融商品取引業を中核とする「投資・金融サービス業」を主な事業内容とし、具体的な業務として、有価証

券の委託売買業務、自己売買業務、募集・売出しの業務等を行うことで、お客様に対して資産の形成、運用において幅

広いサービスを提供しております。

また、当社議決権の43.6％を所有する東海東京フィナンシャル・ホールディングス株式会社は主要株主である筆頭株

主であり、財務諸表等規則に規定する実質支配力基準に基づく親会社であります。

３．会社の対処すべき課題

個人金融資産が2,000兆円を超えるわが国において、国民生活をより豊かにするとの観点から、資産運用の必要性は

学校教育過程に組み入れられるなど、直接金融の担い手である証券会社の重要性はより高まっています。

このような状況下、当社は地域に密着した、お客様との対面を中心とした営業活動をビジネスの中心軸とし、お客様

とマーケットをつなぐ証券会社として、

　・資金性格を鑑みた適切な助言

　・的確な金融商品の提示

　・適時投資情報の提供の継続

を以て貢献し、企業価値の向上に努めてまいります。

一方で、わが国における「少子高齢化」傾向は、次世代資産移転の必要性を迫っており、外部ビジネスパートナーと

の連携により「相続・贈与・整理」といった課題の解決にも努めてまいります。

また、当社は、新たに中期経営計画（2022年度から2024年度）を策定し、経営戦略として「営業基盤の拡大」、「推

進体制の強化」、「収益構造の安定」の３つを掲げ、経営理念『未来の安心のために』丁寧に対応してまいります。

【中期経営計画における経営戦略】

①「営業基盤の拡大」

地域に密着した店舗展開と人員配置により、お客様との対面を中心とした対応による満足度向上に努めてまいりま

す。現状店舗のレイアウト変更や移転によるお客様との応接スペースの拡充、また地方自治体や商工会議所と連携し

ての金融リテラシー向上・資産形成支援セミナーの開催など、地域の皆さまと共に歩んでまいります。

②「推進体制の強化」

お客様アンケートの実施・検証によりお客様の声をお聞きし、更なるお客様の満足度向上を図るべく、モバイル端

末を用いたマーケット・金融商品情報の提供による提案力の向上や、事務手続きの簡素化による利便性の向上に努め

てまいります。

③「収益構造の安定」

社員の資質向上のため、外部コンサルタントによる研修、自主参加研修（カフェテリア研修）、Ｅラーニング受講

システムの構築など、教育研修インフラを整備し、また、費用構造の見直し、収益構造の安定化のため、重複業務の

整理、外部委託の活用を進め業務の効率化により、社員ひとりあたりの生産性向上を図ります。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の営業地域は日本国内に限られており、海外での資金調達も予定しておりません。したがいまして、現時点にお

いては日本基準を適用しており、同業他社との比較可能性の観点からも有効であると考えられるため、引き続き日本基

準を適用していく予定であります。
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金・預金 3,986,490 2,742,158

預託金 1,500,000 1,500,000

顧客分別金信託 1,500,000 1,500,000

トレーディング商品 747,677 714,891

商品有価証券等 747,677 714,891

約定見返勘定 41,253 101,744

信用取引資産 2,486,390 2,184,489

信用取引貸付金 2,476,258 2,153,543

信用取引借証券担保金 10,131 30,945

立替金 29 30

その他の立替金 29 30

短期差入保証金 170,000 150,000

有価証券 － 789

預け金 － 130,212

前払費用 23,222 22,460

未収入金 － 71,798

未収収益 79,999 68,062

その他の流動資産 1,010 901

流動資産計 9,036,073 7,687,537

固定資産

有形固定資産 158,324 245,206

建物 114,609 173,205

器具備品 43,714 72,001

無形固定資産 3,247 2,969

電話加入権 100 100

ソフトウエア 3,147 2,869

投資その他の資産 502,876 1,352,669

投資有価証券 69,008 923,584

関係会社株式 2,000 －

出資金 1,500 －

従業員に対する長期貸付金 782 1,410

長期差入保証金 367,889 383,519

長期前払費用 1,976 4,685

繰延税金資産 33,515 13,864

その他 44,205 43,605

貸倒引当金 △18,000 △18,000

固定資産計 664,448 1,600,845

資産合計 9,700,521 9,288,383

５．財務諸表及び主な注記

(1）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

信用取引負債 508,113 361,320

信用取引借入金 482,167 316,401

信用取引貸証券受入金 25,946 44,919

預り金 1,046,268 1,062,551

顧客からの預り金 528,987 598,979

その他の預り金 517,281 463,572

受入保証金 301,246 223,372

未払金 43,418 11,296

未払費用 102,004 94,010

未払法人税等 71,533 17,614

賞与引当金 85,600 61,320

その他の流動負債 － 158

流動負債計 2,158,185 1,831,645

固定負債

資産除去債務 73,516 81,399

その他の固定負債 1,000 1,000

固定負債計 74,516 82,399

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 18,382 19,820

特別法上の準備金計 18,382 19,820

負債合計 2,251,084 1,933,864

純資産の部

株主資本

資本金 3,751,856 3,751,856

資本剰余金

資本準備金 320,490 320,490

その他資本剰余金 15,734 15,734

資本剰余金合計 336,225 336,225

利益剰余金

利益準備金 154,460 170,425

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 3,331,917 3,218,897

利益剰余金合計 3,486,378 3,389,322

自己株式 △113,755 △113,755

株主資本合計 7,460,704 7,363,648

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,268 △9,129

評価・換算差額等合計 △11,268 △9,129

純資産合計 7,449,436 7,354,518

負債・純資産合計 9,700,521 9,288,383
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

営業収益

受入手数料 1,924,176 1,664,473

委託手数料 1,352,168 1,317,388

引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘

等の手数料
3,281 －

募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等

の取扱手数料
404,009 222,283

その他の受入手数料 164,716 124,801

トレーディング損益 872,299 765,780

金融収益 68,217 72,464

営業収益計 2,864,693 2,502,719

金融費用 16,909 5,358

純営業収益 2,847,784 2,497,360

販売費・一般管理費 2,444,809 2,369,870

取引関係費 253,259 249,081

人件費 1,465,476 1,300,100

不動産関係費 164,468 201,794

事務費 433,694 472,596

減価償却費 34,125 51,675

租税公課 49,099 44,040

その他 44,685 50,580

営業利益 402,974 127,490

営業外収益

受取配当金 8,892 21,298

投資有価証券売却益 39,598 －

その他 1,517 961

営業外収益計 50,009 22,259

営業外費用

投資有価証券売却損 － 15,062

投資顧問料 － 4,583

その他 434 454

営業外費用計 434 20,100

経常利益 452,549 129,649

特別利益

関係会社清算益 － 2,717

特別利益計 － 2,717

特別損失

投資有価証券評価損 － 13,476

金融商品取引責任準備金繰入れ 3,083 1,437

固定資産除却損 － 0

特別損失計 3,083 14,913

税引前当期純利益 449,465 117,453

法人税、住民税及び事業税 147,123 35,214

法人税等調整額 13,484 19,651

法人税等合計 160,607 54,865

当期純利益 288,857 62,587

(2）損益計算書
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計繰越利益

剰余金

当期首残高 3,751,856 320,490 15,734 336,225 134,505 3,262,572 3,397,078

当期変動額

剰余金の配当 19,955 △219,512 △199,556

当期純利益 288,857 288,857

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － － － 19,955 69,345 89,300

当期末残高 3,751,856 320,490 15,734 336,225 154,460 3,331,917 3,486,378

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本
合計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △113,693 7,371,465 △24,937 △24,937 7,346,528

当期変動額

剰余金の配当 △199,556 △199,556

当期純利益 288,857 288,857

自己株式の取得 △61 △61 △61

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

13,669 13,669 13,669

当期変動額合計 △61 89,239 13,669 13,669 102,908

当期末残高 △113,755 7,460,704 △11,268 △11,268 7,449,436

(3）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計繰越利益

剰余金

当期首残高 3,751,856 320,490 15,734 336,225 154,460 3,331,917 3,486,378

当期変動額

剰余金の配当 15,964 △175,608 △159,644

当期純利益 62,587 62,587

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － － － 15,964 △113,020 △97,056

当期末残高 3,751,856 320,490 15,734 336,225 170,425 3,218,897 3,389,322

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本
合計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △113,755 7,460,704 △11,268 △11,268 7,449,436

当期変動額

剰余金の配当 △159,644 △159,644

当期純利益 62,587 62,587

自己株式の取得 － －

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

2,138 2,138 2,138

当期変動額合計 △97,056 2,138 2,138 △94,918

当期末残高 △113,755 7,363,648 △9,129 △9,129 7,354,518

当事業年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 449,465 117,453

減価償却費 34,125 51,675

金融商品取引責任準備金の増減額（△は減少） 3,083 1,437

受取利息及び受取配当金 △8,878 △42,673

支払利息 17 0

投資有価証券売却損益（△は益） △39,598 15,062

関係会社清算損益（△は益） － △2,717

投資有価証券評価損益（△は益） － 13,476

預託金の増減額（△は増加） △200,000 －

立替金の増減額（△は増加） 1,694 △0

短期差入保証金の増減額（△は増加） － 20,000

預り金及び受入保証金の増減額（△は減少） △200,536 △61,591

トレーディング商品の増減額 △747,677 32,785

約定見返勘定の増減額（△は増加） 454,206 △60,490

信用取引資産及び信用取引負債の増減額 287,493 155,108

その他の資産の増減額（△は増加） 37,614 △22,335

その他の負債の増減額（△は減少） △61,700 △62,061

小計 9,310 155,129

利息及び配当金の受取額 8,878 42,673

利息の支払額 △17 △0

和解金の受取額 1,720 600

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △254,401 △128,507

営業活動によるキャッシュ・フロー △234,509 69,895

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △118,418 △1,129,029

投資有価証券の売却による収入 476,841 256,973

有形固定資産の取得による支出 △24,037 △128,363

無形固定資産の取得による支出 △3,483 △627

関連会社の清算による収入 － 4,717

資産除去債務の履行による支出 － △12,144

従業員に対する長期貸付けによる支出 － △1,500

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 1,419 872

差入保証金の差入による支出 △33,239 △50,233

差入保証金の回収による収入 4,935 34,156

出資金の売却による収入 － 1,500

投資活動によるキャッシュ・フロー 304,017 △1,023,679

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △61 －

配当金の支払額 △199,502 △159,546

財務活動によるキャッシュ・フロー △199,563 △159,546

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △130,056 △1,113,330

現金及び現金同等物の期首残高 3,986,546 3,856,490

現金及び現金同等物の期末残高 3,856,490 2,743,159

(4）キャッシュ・フロー計算書
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(5）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的

な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたし

ました。

当該会計方針の変更による財務諸表への影響はありません。

（持分法損益等）

当社は関係会社を有していないため、該当事項はありません。

（セグメント情報）

「投資・金融サービス業」という単一の報告セグメントであるため、記載を省略しております。

前事業年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当事業年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

１株当たり純資産額 1,866.51円 1,842.73円

１株当たり当期純利益 72.37円 15.68円

前事業年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当事業年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当期純利益（千円） 288,857 62,587

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 288,857 62,587

期中平均株式数（千株） 3,991 3,991

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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前事業年度（千円） 当事業年度（千円） 前期比(％)

委託手数料 1,352,168 1,317,388 97.4

（株券） (1,257,611) (1,230,255) (97.8)

（受益証券） (94,556) (87,132) (92.1)

引受け・売出し・特定投

資家向け売付け勧誘等の

手数料

3,281 ― ―

（株券） (3,281) (―) (―)

募集・売出し・特定投資

家向け売付け勧誘等の取

扱手数料

404,009 222,283 55.0

（債券） (196) (10) (5.4)

（受益証券） (403,813) (222,272) (55.0)

その他の受入手数料 164,716 124,801 75.8

（株券） (3,757) (2,469) (65.7)

（債券） (12) (66) (548.3)

（受益証券） (158,854) (119,564) (75.3)

（その他） (2,092) (2,701) (129.1)

合計 1,924,176 1,664,473 86.5

前事業年度（千円） 当事業年度（千円） 前期比(％)

株券 1,264,650 1,232,724 97.5

債券 208 77 37.2

受益証券 657,225 428,970 65.3

その他 2,092 2,701 129.1

合計 1,924,176 1,664,473 86.5

６．その他

2023年３月期　決算資料
（1）受入手数料

①　科目別内訳

②　商品別内訳
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前事業年度（千円） 当事業年度（千円） 前期比（％）

株券等 506,762 393,626 77.7

債券等 365,537 372,154 101.8

合計 872,299 765,780 87.8

前事業年度末（百万円） 当事業年度末（百万円）

固定化されていない自己資本の額 （Ａ） 6,650 6,515

リ  ス  ク  相  当  額 （Ｂ） 798 938

市場リスク相当額 124 277

取引先リスク相当額 63 57

基礎的リスク相当額 610 603

自 己 資 本 規 制 比 率

(Ａ)　/　(Ｂ)　×　１００ ％
832.7 694.2

（2）トレーディング損益

（3）自己資本規制比率
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科　　目

前第３四半期

自2021.10.１

至2021.12.31

前第４四半期

自2022.１.１

至2022.３.31

当第１四半期

自2022.４.１

至2022.６.30

当第２四半期

自2022.７.１

至2022.９.30

当第３四半期

自2022.10.１

至2022.12.31

当第４四半期

自2023.１.１

至2023.３.31

営業収益 806 711 658 609 621 613

受入手数料 557 441 383 447 453 380

トレーディング損益 230 254 233 151 151 229

金融収益 18 15 41 11 16 3

金融費用 △0 12 1 1 1 1

純営業収益 806 698 657 607 619 612

販売費・一般管理費 605 636 613 589 569 597

取引関係費 65 66 60 63 55 68

人件費 357 371 339 325 318 316

不動産関係費 40 45 62 50 43 45

事務費 110 111 116 114 114 126

減価償却費 7 17 10 12 13 14

租税公課 12 13 10 11 10 11

その他 11 10 13 11 12 14

営業利益 200 61 43 18 50 15

営業外収益 0 0 6 3 6 5

営業外費用 0 △0 0 △0 3 15

経常利益 200 63 49 22 52 4

特別利益 ― ― ― 2 ― ―

特別損失 1 1 0 14 0 ―

税引前四半期純利益 199 62 48 11 52 4

法人税、住民税及び事業税 48 45 2 2 6 23

法人税等調整額 14 △5 14 2 21 △18

四半期純利益 136 22 31 5 25 △0

（4）損益計算書の四半期推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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